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土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報検討会（参考資料）

平成18年2月17日

国土交通省　河川局砂防部

財団法人砂防・地すべり技術センター



1

・地鳴り、山鳴り等の音として、文献調査からは、下表の表現があった。

　

　砂防学会誌

　大分合同新聞

文献名災害名音の様子

ｶﾞﾗｶﾞﾗ（石の流れ）

ｺﾞｰ

ザーッ

ゴーッ

カキーン

ヅーン

ゴロゴロ

ｺﾞｫ－

ｺﾞﾛｺﾞﾛ（石の衝突）

ザワザワ（山の木）

ｶﾞﾝ、ｺﾞﾝ

ｺﾞｰｺﾞｰ

（増水時はｶﾁｶﾁ）

ギーギー

ｺﾞ－ッ

ガラガラ

砂防学会誌

東大大学院情報学環
HP

神戸新聞

砂防学会誌

ﾚﾎﾟｰﾄ（黒沢氏HP）

自然災害科学

砂防学会誌

2004年台風10号徳島県上那賀町土砂災害

2005.9.6大分県崩壊

1997年7月針原川で発生した土石流

1999年7月広島土石流災害

一宮町、地すべり、土石流災害

S57長崎災害

黒部中ﾉ谷土石流

水俣川土石流

2004年台風10号豪雨徳島県上那賀町
土砂災害

　文献等にみる前兆現象（音）の事例

前　兆　現　象　の　音
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・NHKが国土技術政策総合研究所の協力を得て、土砂災害が発生する直前に
起きた前兆現象の音を再現した。ここでは、この音を擬音語で表現した。

地すべりが発生する
約８時間前に発生し
た音

ゴー地下で地盤がずれ
る音

1982年に奈良県西
吉野村で発生した地
すべり

土石流発生する30
分前に大石が流下
する音

ガラガラ渓流の中を大石が
転がっていく音

1999年6月広島県で
発生した土石流災
害

（広島市佐伯区）

土石流が発生する
約１時間前に起きた
小崩壊の音

ゴー

ガラガラ

ゴロン、ゴロン

地盤のずれ（崩壊）

流下

ため池に入る時に石
がぶつかり合う音

1997年7月鹿児島県
針原川で発生した土
石流災害

　　備　　考音（擬音語）状況災害名

前　兆　現　象　の　音　の　再　現
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　①避難勧告等の基準

　・2005年台風１４号で土砂災害による死者・行方不明者のあった市町村では、前兆現象を
　　避難指示・勧告の基準とはしていない。
　・宮崎県三股町、宮崎県山之口町では「早期自主避難」の基準としている。

○早期自主避難基準の事例

(4)早期自主避難の実施

　町は、風水害発生のおそれがある浸水危険区域や土砂災害発生のおそれのある箇所の住民に対して、台風襲来時や豪雨時に次のような状況あるいは兆候が見
られたときは、自主判断による避難が速やかに実施されるよう、関係住民を指導する。

ア　浸水危険区域

　河川が警戒水位を突破し、なお水位が上昇する状況で、過去の災害履歴等から判断し、浸水の危険性が高まった場合

イ　土砂災害発生の兆候

(ｱ)立木の裂ける音が聞こえる場合や、巨礫の流下する音が聞こえる場合

(ｲ)渓流の流水が急激に濁り出した場合や、流木等がまざりはじめた場合

(ｳ)降雨が続いているにもかかわらず渓流の水位が急激に減少はじめた場合（上流に崩壊が発生し、流れが止められているおそれがあるため）

(ｴ)渓流の水位が降雨量の減少にかかわらず低下しない場合

(ｵ)がけ地において落石や崩壊が生じはじめた

地域防災計画書での前兆現象に関する記載
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②巡視の基準

○大分県竹田市の事例

５土石流、地すべり、崖崩れ等の災害に対する災害予防

1．危険箇所の巡視及び調査

　危険箇所の巡視等は、次の事項についても併せて巡視するものとする。

（１）降雨による地下水の看視

イ　町営簡易水道水資源地による伏流水の看視

　町水道係は、降雨の状況により水源地における水源の水位及び濁り等を看視し、その状況を町長（本部長）に報告するものとする。

ロ　山腹及び崖等の看視

　土木対策班、農林対策班、消防対策班等は、山腹及び崖等の一地域に偏ることなく、多点にわたる湧水の有無、水量等を看視し、その状況を　的確
に本部長に報告するものとする。

（２）地震による地盤調査

　土木対策班、農林対策班、消防対策班等は、地震発生後の危険区域周辺の地質、地盤等の変動を調査し、本部長に報告するものとする。

２　避難のための組織体制

　過去数日の積算雨量、最大時間雨量又は地震等の状況から、山腹地下水の湧水量の増加、渓流の流量の急増、急減、地盤の亀裂等の変動により、
避難勧告が発令された場合の誘導、組織体制は、あらかじめ定めておくものとする。

・2005年台風14号で土砂災害による死者・行方不明者のあった市町村において、危険箇所の
巡視の規程があるのは、大分県竹田市、鹿児島県垂水市である。大分県竹田市では、下記
記述を掲載している。

地域防災計画書での前兆現象に関する記載
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○過去の通達

　・前兆現象の内容は、関係機関に対して、「総合的な土石流対策の推進について」
　（S57) の通知された。

○総合的な土石流対策の推進について

４　警戒避難避難基準体制の確立について

(3)警戒避難基準は、原則として、「土石流危険渓流周辺における警戒避難基準の設定について（昭和五十七年六月二十日付け建設省河砂
発四十五号）によって設定するものとし、過去の土石流災害発生時の雨量、近隣の道路規制基準としての雨量、急傾斜地等に関する警戒
避難の基準雨量、研究機関の成果等を参考に渓流周辺の崩壊等の状況を考慮して地方整備局（北海道開発局及び沖縄総合事務局を含む。
以下同じ。）及び都道府県の関係機関と協議して決定するように指導するものとする。

　なお、警戒避難基準には、過去の災害例等から、停電、器機の故障等最悪条件下においても次に掲げるような場合には住民が自発的に
警戒避難を行う旨を定めるよう指導するものとする。

(ｱ)立木の裂ける音が聞こえる場合や、巨礫の流れが聞こえる場合

(ｲ)渓流の流水が急激に濁りだした場合や、流木等が混じりはじめた場合

(ｳ)降雨が続いているにもかかわらず渓流の水位が急激に減少しはじめた場合

(ｴ)渓流の水位が降雨量の減少にもかかわらず低下しない場合

(ｵ)渓流付近の斜面において落石や斜面の崩壊が生じはめた場合やその兆候が出はじめた場合

防災知識の普及の現状
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危険箇所点検における前兆現象に関する項目（土石流危険渓流）
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危険箇所点検における前兆現象に関する項目（地すべり危険箇所）
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危険箇所点検における前兆現象に関する項目（急傾斜地崩壊危険箇所）
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宮崎県日之影町五ヶ瀬川　日之影橋水位観測所における水位変化の状況


